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1  施工計画書作成の手引 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

現場代理人 主任技術者

○ ○　○ ○ ○　○　　○　○

℡000-000-000 ○ ○　○ ○

夜間、休日緊急連絡先 ○ ○　○ ○

℡000-000-001 ○ ○　○ ○

（○ ○ ○ ○宅） ○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

社内検査員

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

火 薬 類 管 理

現 場 事 務 所

労 務 管 理

現　　場　　組　　織　　表

施 工 管 理

副 産 物 管 理

機 械 管 理

重 機 管 理

労 務 安 全 管 理

交 通 安 全 管 理

安 全 巡 視 員

機 械 管 理

安 全 管 理

事 務 ・ 労 務 管 理

現場事務所 氏　　　名

工 程 管 理

品 質 管 理

出 来 形 管 理

写 真 管 理

｢技 術 者 選 任 フ ロ ー 図｣ 

現場に置くべき技術者は、建設業法等で請負代金額及び下請金額により決められており、 

下記フロー図のとおりである。 

 

記載例：専任の主任技術者】 

スタート

請負代金額

3,500万円以上

下請工事の有無

下請金額合計

4,000万円以上

主任技術者

ｎｏ (技術者の

専任不要)

注：専任の監理技術者の配置が義務付けられている場合（入札公告に記載）は、上記フローに

よらず。専任の監理技術者を配置しなければならない。

専任の主任技術者

専任の主任技術者

専任の監理技術者

Ｙｅｓ (技術者の専任が必要)

無

ｎo

yes

有

 

現場代理人 主任技術者

○ ○　○ ○ ○　○　　○　○

℡000-000-000 ○ ○　○ ○

夜間、休日緊急連絡先 ○ ○　○ ○

℡000-000-001 ○ ○　○ ○

（○ ○ ○ ○宅） ○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

社内検査員

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

○ ○　○ ○

火 薬 類 管 理

現 場 事 務 所

労 務 管 理

現　　場　　組　　織　　表

施 工 管 理

副 産 物 管 理

機 械 管 理

重 機 管 理

労 務 安 全 管 理

交 通 安 全 管 理

安 全 巡 視 員

機 械 管 理

安 全 管 理

事 務 ・ 労 務 管 理

現場事務所 氏　　　名

工 程 管 理

品 質 管 理

出 来 形 管 理

写 真 管 理

｢技 術 者 選 任 フ ロ ー 図｣ 

現場に置くべき技術者は、建設業法等で請負代金額及び下請金額により決められており、 

下記フロー図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載例：専任の主任技術者】 

 

スタート

請負代金額

4,000万円以上

下請工事の有無

下請金額合計

4,500万円以上

主任技術者

ｎｏ (技術者の

専任不要)

注：専任の監理技術者の配置が義務付けられている場合（入札公告に記載）は、上記フローに

よらず。専任の監理技術者を配置しなければならない。

専任の主任技術者

専任の主任技術者

専任の監理技術者

Ｙｅｓ (技術者の専任が必要)

無

ｎo

yes

有
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５－10 緊急の対策及び対応 

 

【記載例】 

１．緊急時の体制連絡系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．防災対策組織表 

 

 

 

 

 

 

 

緊急事態発生時　110 TEL  000-000-0000

※：本系統図は、緊急時の連絡以外の目的に供してはならない。

　　現場事務所等に標記する場合、個人の電話番号等の記載は本人の同意を要する。

〇 〇 土 木 事 務 所

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

〇 〇 警 察 署 〇 〇 出 張 所

TEL  000-000-0000 夜間  000-000-0000

〇 〇 消 防 署 〇 〇 現 場 作 業 所

緊急事態発生時　119 TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

現 場 代 理 人

監 督 員

TEL  000-000-0000 夜間  000-000-0000

〇 〇 労 働 基 準 監 督 署 本 社 ・ 支 社

TEL  000-000-0000 TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000 夜間  000-000-0000

〇 〇 病 院

TEL  000-000-0000 （夜間及び日・祭日の連絡先）

〇 〇 市 役 所

TEL  000-000-0000

TEL  000-000-0000

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

夜間  000-000-0000

職 ・ 氏 名 ○ ○ ○ ○ 〇〇

TEL  000-000-0000

〇 〇 観 測 所

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

氏 名 〇 〇 〇 〇

夜間  000-000-0000

JR ○ ○ 駅 ○ ○ 係

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

○ ○ 市 水 道 局

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

○ ○ 電 力 ○ ○ 営 業 所

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

Ｎ Ｔ Ｔ ○ ○ 電 話 局

TEL  000-000-0000

○ ○ ガ ス ○ ○ 営 業 所

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

○ ○ 市 下 水 道 局

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000
TEL  000-000-0000

氏 名 〇 〇 〇 〇

・事故又は災害時の緊急事態発生時に対応できるよう、監督員・関係機関・受注者等への 

連絡系統図を記載する。系統図には、夜間・日祭日における関係機関への連絡先も記入する。 

・事故、災害発生時に即応できるよう、災害対策組織を編成し記載する。 

不慮の事故が発生した場合には、監督員が指示する様式により早急に発注者に報告を行う。 

 

５－10 緊急の対策及び対応 

 

【記載例】 

１．緊急時の体制連絡系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．防災対策組織表 

 

 

 

 

 

 

 

　　現場事務所等に標記する場合、電話番号の記載は、発注者・受注者、その他関連

　　施設の事務所の番号を基本とし、個人の電話番号は、必要に応じて記載する。

TEL  000-000-0000

○ ○ ガ ス ○ ○ 営 業 所

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

○ ○ 市 下 水 道 局

夜間  000-000-0000

○ ○ 電 力 ○ ○ 営 業 所

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

Ｎ Ｔ Ｔ ○ ○ 電 話 局

JR ○ ○ 駅 ○ ○ 係

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

○ ○ 市 水 道 局

TEL  000-000-0000

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

氏 名 〇 〇 〇 〇

夜間  000-000-0000

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000
TEL  000-000-0000

氏 名 〇 〇 〇 〇

TEL  000-000-0000

TEL  000-000-0000

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

夜間  000-000-0000

職・氏名 ○ ○ ○ ○ 〇〇

TEL  000-000-0000

〇 〇 観 測 所

現 場 代 理 人

監 督 員

TEL  000-000-0000 夜間  000-000-0000

〇 〇 労 働 基 準 監 督 署 本 社 ・ 支 社

TEL  000-000-0000 TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000 夜間  000-000-0000

〇 〇 病 院

TEL  000-000-0000 （夜間及び日・祭日の連絡先）

〇 〇 市 役 所

緊急事態発生時　110 TEL  000-000-0000

※：本系統図は、緊急時の連絡以外の目的に供してはならない。

〇 〇 土 木 事 務 所

TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

〇 〇 警 察 署 〇 〇 出 張 所

TEL  000-000-0000 夜間  000-000-0000

〇 〇 消 防 署 〇 〇 現 場 作 業 所

緊急事態発生時　119 TEL  000-000-0000

夜間  000-000-0000

・事故又は災害時の緊急事態発生時に対応できるよう、監督員・関係機関・受注者等への 

連絡系統図を記載する。系統図には、夜間・日祭日における関係機関への連絡先も記入する。 

・事故、災害発生時に即応できるよう、災害対策組織を編成し記載する。 

不慮の事故が発生した場合には、監督員が指示する様式により早急に発注者に報告を行う。 
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2  工事に係る提出資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



提出 提示 紙

監督員
受注者
保管

ASP
ASP
以外

1
指示・承諾・協議書
＜合同現地踏査結果＞

特記仕様書 ☆ 〇

2
指示・承諾・協議書
＜設計図書の照査結果＞

共1-1-1-3 ☆ 〇

3
指示・承諾・協議書
＜地下埋設物・架空線等調査結果＞

共1-1-1-26 - 〇

4
指示・承諾・協議書
＜施工計画書＞

共1-1-1-4 ☆ 〇
詳細計画書は、監督員の指示があった場合
変更計画書は、重要な変更が生じた場合

5
指示・承諾・協議書
＜着工前測量結果＞

共1-1-1-37 - 〇

6
指示・承諾・協議書
＜施工体制台帳（施工体系図含む）の写し＞

共1-1-1-10 ☆ 〇
下請契約後速やかに
内容に変更が生じた場合はその都度

7
指示・承諾・協議書
＜各種許可証（道路使用許可等）の写し＞

共1-1-1-35 - ○ 許可後速やかに

8
指示・承諾・協議書
＜材料承諾＞

共2-1-2-4 - 〇 使用するまでに

9
指示・承諾・協議書
＜承諾、協議、提出、報告、通知＞

共1-1-1-2 ☆ 〇 工事完成時に一覧表を添付

10 工事履行報告書（状況写真含む） 共1-1-1-24 ☆ 〇 毎月（翌月の5日まで）

11
活動報告書
＜災害防止協議会、工事関係者連絡会議＞

共1-1-1-26 ★ 〇 毎月（翌月の5日まで）

12
活動報告書
＜安全教育・訓練等＞

共1-1-1-26 ★ 〇 毎月（翌月の5日まで）

13
指示・承諾・協議書
＜段階確認立会結果＞

共3-1-1-5 - 〇
確認立会後速やかに
工事完成時に一覧表を添付

14
その他資料
＜現場環境改善実施状況＞

特記仕様書 ☆ 〇 実施の都度

15
その他資料資料
＜再生資源利用計画書(変更)・利用促進計画書(変更)＞

ー - ○
COBRIS等により作成。
法令により受注者は５年間保存が必要

16
出来形数量等
＜完成図面、出来形数量総括表、計算書＞

共1-1-1-19
土共3-1-1-6 - 〇 設計変更等、必要に応じて提出

17
工程管理資料
＜実施工程表＞

ー - 〇

18
品質管理資料
＜品質管理資料、材料品質証明書＞

共1-1-1-23 - 〇

19
出来形管理資料
＜総括表、出来形管理展開図、出来形管理図＞

共1-1-1-23 - 〇

20 写真管理資料 共1-1-1-23 - 〇

21
建設副産物資料
＜再生資源利用実施書、利用促進実施書＞

ー - ○
COBRIS等により作成。
法令により受注者は５年間保存が必要

22
建設副産物資料
＜｢土砂受領書｣又は｢土砂搬出及び受領証明書｣＞

ー - ○
建設発生土の場外搬出がある一定規模以上の工
事
法令により受注者は５年間保存が必要

23
建設副産物資料
＜運搬業者への確認結果票等の通知書等＞

ー - ○ 建設発生土の場外搬出が500m3以上ある場合

24
その他資料
＜過積載防止取組み＞

ー ☆ 〇

25
その他資料
＜地下埋設物・架空線等事故防止対策取組み＞

ー ☆ 〇

※様式については，　☆：県様式　★：参考様式　－：任意様式

書類作成
の根拠

電子

工
　
事
　
着
　
手
　
前

施
　
工
　
中

工
　
事
　
完
　
成
　
時

工 事 書 類 一 覧 表

工事書類の種類

※

様
式

位置付け
提出
該当
書類

該当に

 

提出/提示方法
提出/提示の方法に 

備　　　　考
作成
時期

番
号

書類名称

改訂【R5.4】現行【R4.4】



提出 提示 紙

監督員
受注者
保管

ASP
ASP
以外

書類作成
の根拠

電子

工 事 書 類 一 覧 表

工事書類の種類

※

様
式

位置付け
提出
該当
書類

該当に

 

提出/提示方法
提出/提示の方法に 

備　　　　考
作成
時期

番
号

書類名称

26
その他資料
＜建退共受け払い簿の写し＞

H11.3.8付建設省

厚経労発第24号 - 〇

27
その他資料
＜COBRIS工事登録証明書＞

共1-1-1-18 - 〇

28
その他資料
＜創意工夫、地域への貢献等＞

共3-1-1-11 ☆ 〇

29
その他資料
＜総合評価履行報告書（技術提案、技能者活用）＞

特記仕様書 ☆ 〇

30
品質証明資料
＜社内検査記録＞

ー - 〇

31
安全管理資料
＜社内定例会議等＞

ー - 〇

32
安全管理資料
＜社内パトロール実施記録一覧表＞

ー ☆ 〇

33
安全管理資料
＜災害防止協議会、工事関係者連絡会議の実施資料＞

共1-1-1-26 - 〇

34
安全管理資料
＜安全教育・訓練等の実施資料＞

共1-1-1-26 - 〇

35
安全管理資料
＜新規入場者教育の実施資料＞

共1-1-1-26 ★ 〇

36
安全管理資料
＜安全巡視、ＴＢＭ、ＫＹ記録＞

ー - 〇

37
安全管理資料
＜機械等点検整備記録＞

安衛則
第167～170条 - 〇

38
安全管理資料
＜山留め・仮締切等点検記録＞

ー - 〇

39
安全管理資料
＜足場・支保工点検記録＞

ー - 〇

40
建設副産物資料
＜（収集・運搬、処分）委託契約書＞

ー - 〇

41
建設副産物資料
＜（収集・運搬、処分）許可書の写し＞

ー - 〇

42
建設副産物資料
＜計量伝票、マニフェスト＞

共1-1-1-18 - 〇

43
その他資料
＜建退共（出面表、辞退届、受領書）＞

ー - 〇

44
その他資料
＜関係機関協議＞

ー - 〇 施工中に提出した場合は完成時不要

45
その他資料
＜地元説明等＞

ー - 〇 施工中に提出した場合は完成時不要

46
その他資料
＜元請－下請間の検査、引受書＞

ー ★ 〇

47

48

49

50

※様式については，　☆：県様式　★：参考様式　－：任意様式

工
　
事
　
完
　
成
　
時

現行【R4.4】 改訂【R5.4】



提出 提示 紙

監督員
受注者
保管

ASP
ASP
以外

書類作成
の根拠

電子

工 事 書 類 一 覧 表

工事書類の種類

※

様
式

位置付け
提出
該当
書類

該当に

 

提出/提示方法
提出/提示の方法に 

備　　　　考
作成
時期

番
号

書類名称

51
出来形管理図表
＜様式-7＞

共1-1-1-23 ★ 〇

52 出来形合否判定総括表 共1-1-1-23 ★ 〇

53
品質管理図表
＜（品管）様式-8＞

共1-1-1-23 ★ 〇

54
出来形・品質管理様式
＜施工管理図表：表紙＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

55
出来形・品質管理様式
＜出来形・品質総括表：様式-1＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

56
出来形・品質管理様式
＜工程能力図付表：様式-2＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

57
出来形・品質管理様式
＜工程能力図：様式-3＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

58
出来形・品質管理様式
＜出来形管理表：様式-4＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

59
出来形・品質管理様式
＜測点間距離表：様式-5＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

60
出来形・品質管理様式
＜出来形管理図表(曲線)：様式-6＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

61
出来形・品質管理様式
＜出来形管理図表(能力図)：様式-7＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

62
出来形・品質管理様式
＜塗装膜厚測定表：様式-8＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

63
出来形・品質管理様式
＜塗装膜厚成績表：様式-9＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

64
出来形・品質管理様式
＜ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度試験：(品管)様式-1,様式-2＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

65
出来形・品質管理様式
＜ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度試験(作成例）＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

66
出来形・品質管理様式
＜ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時間管理表：(品管)様式-3＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

67
出来形・品質管理様式
＜推定強度調査票：(品管)様式-4＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

68
出来形・品質管理様式
＜ｱｽﾌｧﾙﾄ温度管理表：(品管)様式-5＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

69
出来形・品質管理様式
＜採取ｺｱｰ試験総括表：(品管)様式-6＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

70
出来形・品質管理様式
＜現場密度試験総括表：(品管)様式-7＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

出
来
形
・
品
質
管
理
資
料
　
参
考
様
式

※様式については，　☆：県様式　★：参考様式　－：任意様式

◎提示書類について
　提示書類とは、会社や現場事務所にファイルで綴じている書類を、そのままの状態で検査時に持参し確認を受ける書類です。
　検査用に改めて作る必要はありません。

◎各様式については、下記の大分県建設政策課HPに掲載しています。

大分県 工事書類簡素化  検索

現行【R4.4】 改訂【R5.4】



提出 提示 紙

監督員
受注者
保管

ASP
ASP
以外

1
指示・承諾・協議書
＜合同現地踏査結果＞

特記仕様書 ☆ 〇  

2
指示・承諾・協議書
＜設計図書の照査結果＞

共1-1-1-3 ☆ 〇  

3
指示・承諾・協議書
＜地下埋設物・架空線等調査結果＞

共1-1-1-26 - 〇  

4
指示・承諾・協議書
＜施工計画書＞

共1-1-1-4 ☆ 〇  
詳細計画書は、監督員の指示があった場合
変更計画書は、重要な変更が生じた場合

5
指示・承諾・協議書
＜着工前測量結果＞

共1-1-1-37 - 〇  

6
指示・承諾・協議書
＜施工体制台帳（施工体系図含む）の写し＞

共1-1-1-10 ☆ 〇  下請契約後速やかに
内容に変更が生じた場合はその都度

7
指示・承諾・協議書
＜各種許可証（道路使用許可等）の写し＞

共1-1-1-35 - ○  許可後速やかに

8
指示・承諾・協議書
＜材料承諾＞

共2-1-2-4 - 〇  使用するまでに

9
指示・承諾・協議書
＜承諾、協議、提出、報告、通知＞

共1-1-1-2 ☆ 〇   工事完成時に一覧表を添付

10 工事履行報告書（状況写真含む） 共1-1-1-24 ☆ 〇  毎月（翌月の5日まで）

11
活動報告書
＜災害防止協議会、工事関係者連絡会議＞

共1-1-1-26 ☆ 〇  毎月（翌月の5日まで）

12
活動報告書
＜安全教育・訓練等＞

共1-1-1-26 ☆ 〇  毎月（翌月の5日まで）

13
活動報告書
＜新規入場者教育＞

共1-1-1-26 ☆ 〇  毎月（翌月の5日まで）

14
指示・承諾・協議書
＜段階確認立会結果＞

共3-1-1-5 - 〇  
確認立会後速やかに
工事完成時に一覧表を添付

15
その他資料
＜現場環境改善実施状況＞

特記仕様書 ☆ 〇  実施の都度

16
出来形数量等
＜完成図面、出来形数量総括表、計算書＞

共1-1-1-19
土共3-1-1-6 - 〇  設計変更等、必要に応じて提出

17
工程管理資料
＜実施工程表＞

ー - 〇  

18
品質管理資料
＜総括表、品質管理資料、材料品質証明書＞

共1-1-1-23 - 〇   

19
出来形管理資料
＜総括表、出来形管理展開図、出来形管理図＞

共1-1-1-23 - 〇   

20 写真管理資料 共1-1-1-23 - 〇  

21
その他資料
＜過積載防止取組み＞

ー ☆ 〇  

22
その他資料
＜地下埋設物・架空線等事故防止対策取組み＞

ー ☆ 〇  

23
その他資料
＜建退共受け払い簿の写し＞

H11.3.8付建設省

厚経労発第24号 - 〇  

24
その他資料
＜COBRIS工事登録証明書＞

共1-1-1-18 - 〇  

25
その他資料
＜創意工夫、地域への貢献等＞

共3-1-1-11 ☆ 〇  

26
その他資料
＜総合評価履行報告書（技術提案、技能者活用）＞

特記仕様書 ☆ 〇  

27

28

29

30

※様式については，　☆：県様式　★：参考様式　－：任意様式

工
　
事
　
着
　
手
　
前

施
　
工
　
中

工
　
事
　
完
　
成
　
時

工 事 書 類 一 覧 表
工事書類の種類

※

様
式

位置付け
提出/提示方法
チェック欄

備　　　　考
作成
時期

番
号

書類名称
書類作成
の根拠

電子

提出 提示 紙

監督員
受注者
保管

ASP
ASP
以外

1
指示・承諾・協議書
＜合同現地踏査結果＞

特記仕様書 ☆ 〇   

2
指示・承諾・協議書
＜設計図書の照査結果＞

共1-1-1-3 ☆ 〇   

3
指示・承諾・協議書
＜地下埋設物・架空線等調査結果＞

共1-1-1-26 - 〇   

4
指示・承諾・協議書
＜施工計画書＞

共1-1-1-4 ☆ 〇   
詳細計画書は、監督員の指示があった場合
変更計画書は、重要な変更が生じた場合

5
指示・承諾・協議書
＜着工前測量結果＞

共1-1-1-37 - 〇   

6
指示・承諾・協議書
＜施工体制台帳（施工体系図含む）の写し＞

共1-1-1-10 ☆ 〇   
下請契約後速やかに
内容に変更が生じた場合はその都度

7
指示・承諾・協議書
＜各種許可証（道路使用許可等）の写し＞

共1-1-1-35 - ○   許可後速やかに

8
指示・承諾・協議書
＜材料承諾＞

共2-1-2-4 - 〇   使用するまでに

9
指示・承諾・協議書
＜承諾、協議、提出、報告、通知＞

共1-1-1-2 ☆ 〇    工事完成時に一覧表を添付

10 工事履行報告書（状況写真含む） 共1-1-1-24 ☆ 〇   毎月（翌月の5日まで）

11
活動報告書
＜災害防止協議会、工事関係者連絡会議＞

共1-1-1-26 ★ 〇
毎月（翌月の5日まで）
（提出する場合は紙媒体で提出）

12
活動報告書
＜安全教育・訓練等＞

共1-1-1-26 ★ 〇   毎月（翌月の5日まで）

13
指示・承諾・協議書
＜段階確認立会結果＞

共3-1-1-5 - 〇  
確認立会後速やかに
工事完成時に一覧表を添付

14
その他資料
＜現場環境改善実施状況＞

特記仕様書 ☆ 〇   実施の都度

15
その他資料資料
＜再生資源利用計画書(変更)・利用促進計画書(変更)＞

ー - ○   
COBRIS等により作成。
法令により受注者は５年間保存が必要

16
出来形数量等
＜完成図面、出来形数量総括表、計算書＞

共1-1-1-19
土共3-1-1-6 - 〇   設計変更等、必要に応じて提出

17
工程管理資料
＜実施工程表＞

ー - 〇   

18
品質管理資料
＜品質管理資料、材料品質証明書＞

共1-1-1-23 - 〇    

19
出来形管理資料
＜総括表、出来形管理展開図、出来形管理図＞

共1-1-1-23 - 〇    

20 写真管理資料 共1-1-1-23 - 〇   

21
建設副産物資料
＜再生資源利用実施書、利用促進実施書＞

ー - ○  
COBRIS等により作成。
法令により受注者は５年間保存が必要

22
建設副産物資料
＜｢土砂受領書｣又は｢土砂搬出及び受領証明書｣＞

ー - ○  
建設発生土の場外搬出がある一定規模以上の工
事
法令により受注者は５年間保存が必要

23
建設副産物資料
＜運搬業者への確認結果票等の通知書等＞

ー - ○  建設発生土の場外搬出が500m3以上ある場合

24
その他資料
＜過積載防止取組み＞

ー ☆ 〇   

25
その他資料
＜地下埋設物・架空線等事故防止対策取組み＞

ー ☆ 〇   

※様式については，　☆：県様式　★：参考様式　－：任意様式

書類作成
の根拠

電子

工
　
事
　
着
　
手
　
前

施
　
工
　
中

工
　
事
　
完
　
成
　
時

工 事 書 類 一 覧 表

工事書類の種類

※

様
式

位置付け
提出
該当
書類

該当に

 

提出/提示方法
提出/提示の方法に 

備　　　　考
作成
時期

番
号

書類名称

作成例
コンクリート構造物の施工を対象とした工事で、
産廃と建設残土の発生があり、
下請けと近接工事及びICT管理のない場合。

現行【R4.4】 改訂【R5.4】



提出 提示 紙

監督員
受注者
保管

ASP
ASP
以外

工 事 書 類 一 覧 表
工事書類の種類

※

様
式

位置付け
提出/提示方法
チェック欄

備　　　　考
作成
時期

番
号

書類名称
書類作成
の根拠

電子

31
品質証明資料
＜社内検査記録＞

ー - 〇  

32
安全管理資料
＜社内定例会議等＞

ー - 〇  

33
安全管理資料
＜社内パトロール実施記録一覧表＞

ー ☆ 〇  

34
安全管理資料
＜災害防止協議会、工事関係者連絡会議の実施資料＞

共1-1-1-26 - 〇  

35
安全管理資料
＜安全教育・訓練等の実施資料＞

共1-1-1-26 - 〇  

36
安全管理資料
＜新規入場者教育の実施資料＞

共1-1-1-26 - 〇  

37
安全管理資料
＜安全巡視、ＴＢＭ、ＫＹ記録＞

ー - 〇  

38
安全管理資料
＜機械等点検整備記録＞

安衛則
第167～170条 - 〇  

39
安全管理資料
＜山留め・仮締切等点検記録＞

ー - 〇  

40
安全管理資料
＜足場・支保工点検記録＞

ー - 〇  

41
建設副産物資料
＜（収集・運搬、処分）委託契約書＞

ー - 〇  

42
建設副産物資料
＜（収集・運搬、処分）許可書の写し＞

ー - 〇  

43
建設副産物資料
＜計量伝票、マニフェスト＞

共1-1-1-18 - 〇  

44
その他資料
＜建退共（出面表、辞退届、受領書）＞

ー - 〇  

45
その他資料
＜関係機関協議＞

ー - 〇  施工中に提出した場合は完成時不要

46
その他資料
＜地元説明等＞

ー - 〇  施工中に提出した場合は完成時不要

47
その他資料
＜元請－下請間の検査、引受書＞

ー ★ 〇  

48

49

50

※様式については，　☆：県様式　★：参考様式　－：任意様式

◎提示書類について
　提示書類とは、会社や現場事務所にファイルで綴じている書類を、そのままの状態で検査時に持参し確認を受ける書類です。
　検査用に改めて作る必要はありません。

◎各様式については、下記の大分県建設政策課HPに掲載しています。

工
　
事
　
完
　
成
　
時

大分県 工事書類簡素化  検索

提出 提示 紙

監督員
受注者
保管

ASP
ASP
以外

書類作成
の根拠

電子

工 事 書 類 一 覧 表

工事書類の種類

※

様
式

位置付け
提出
該当
書類

該当に

 

提出/提示方法
提出/提示の方法に 

備　　　　考
作成
時期

番
号

書類名称

作成例
コンクリート構造物の施工を対象とした工事で、
産廃と建設残土の発生があり、
下請けと近接工事及びICT管理のない場合。

26
その他資料
＜建退共受け払い簿の写し＞

H11.3.8付建設省

厚経労発第24号 - 〇   

27
その他資料
＜COBRIS工事登録証明書＞

共1-1-1-18 - 〇   

28
その他資料
＜創意工夫、地域への貢献等＞

共3-1-1-11 ☆ 〇   

29
その他資料
＜総合評価履行報告書（技術提案、技能者活用）＞

特記仕様書 ☆ 〇   

30
品質証明資料
＜社内検査記録＞

ー - 〇  

31
安全管理資料
＜社内定例会議等＞

ー - 〇  

32
安全管理資料
＜社内パトロール実施記録一覧表＞

ー ☆ 〇  

33
安全管理資料
＜災害防止協議会、工事関係者連絡会議の実施資料＞

共1-1-1-26 - 〇 （提示する場合は紙媒体で提示）

34
安全管理資料
＜安全教育・訓練等の実施資料＞

共1-1-1-26 - 〇  

35
安全管理資料
＜新規入場者教育の実施資料＞

共1-1-1-26 ★ 〇  

36
安全管理資料
＜安全巡視、ＴＢＭ、ＫＹ記録＞

ー - 〇  

37
安全管理資料
＜機械等点検整備記録＞

安衛則
第167～170条 - 〇  

38
安全管理資料
＜山留め・仮締切等点検記録＞

ー - 〇  

39
安全管理資料
＜足場・支保工点検記録＞

ー - 〇  

40
建設副産物資料
＜（収集・運搬、処分）委託契約書＞

ー - 〇  

41
建設副産物資料
＜（収集・運搬、処分）許可書の写し＞

ー - 〇  

42
建設副産物資料
＜計量伝票、マニフェスト＞

共1-1-1-18 - 〇  

43
その他資料
＜建退共（出面表、辞退届、受領書）＞

ー - 〇  

44
その他資料
＜関係機関協議＞

ー - 〇  施工中に提出した場合は完成時不要

45
その他資料
＜地元説明等＞

ー - 〇  施工中に提出した場合は完成時不要

46
その他資料
＜元請－下請間の検査、引受書＞

ー ★ 〇 （提示する場合は紙媒体で提示）

47

48

49

50

※様式については，　☆：県様式　★：参考様式　－：任意様式

工
　
事
　
完
　
成
　
時

現行【R4.4】 改訂【R5.4】



提出 提示 紙

監督員
受注者
保管

ASP
ASP
以外

書類作成
の根拠

電子

工 事 書 類 一 覧 表

工事書類の種類

※

様
式

位置付け
提出
該当
書類

該当に

 

提出/提示方法
提出/提示の方法に 

備　　　　考
作成
時期

番
号

書類名称

作成例
コンクリート構造物の施工を対象とした工事で、
産廃と建設残土の発生があり、
下請けと近接工事及びICT管理のない場合。

51
出来形管理図表
＜様式-7＞

共1-1-1-23 ★ 〇    

52 出来形合否判定総括表 共1-1-1-23 ★ 〇 （ICT管理した工事は紙及び電子媒体で提出）

53
品質管理図表
＜（品管）様式-8＞

共1-1-1-23 ★ 〇    

54
出来形・品質管理様式
＜施工管理図表：表紙＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

55
出来形・品質管理様式
＜出来形・品質総括表：様式-1＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

56
出来形・品質管理様式
＜工程能力図付表：様式-2＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

57
出来形・品質管理様式
＜工程能力図：様式-3＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

58
出来形・品質管理様式
＜出来形管理表：様式-4＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

59
出来形・品質管理様式
＜測点間距離表：様式-5＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

（測点間距離を管理した工事は紙及び電子媒体
で提出）

60
出来形・品質管理様式
＜出来形管理図表(曲線)：様式-6＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇 （曲線管理した工事は紙及び電子媒体で提出）

61
出来形・品質管理様式
＜出来形管理図表(能力図)：様式-7＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

62
出来形・品質管理様式
＜塗装膜厚測定表：様式-8＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇 （塗装管理した工事は紙及び電子媒体で提出）

63
出来形・品質管理様式
＜塗装膜厚成績表：様式-9＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇 （塗装管理した工事は紙及び電子媒体で提出）

64
出来形・品質管理様式
＜ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度試験：(品管)様式-1,様式-2＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

65
出来形・品質管理様式
＜ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度試験(作成例）＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

66
出来形・品質管理様式
＜ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時間管理表：(品管)様式-3＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

67
出来形・品質管理様式
＜推定強度調査票：(品管)様式-4＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇    

68
出来形・品質管理様式
＜ｱｽﾌｧﾙﾄ温度管理表：(品管)様式-5＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇 （舗装工事は紙及び電子媒体で提出）

69
出来形・品質管理様式
＜採取ｺｱｰ試験総括表：(品管)様式-6＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇 （舗装工事は紙及び電子媒体で提出）

70
出来形・品質管理様式
＜現場密度試験総括表：(品管)様式-7＞

施工管理基準
及び規格値 ★ 〇

（現場密度管理した工事は紙及び電子媒体で提
出）

出
来
形
・
品
質
管
理
資
料
　
参
考
様
式

※様式については，　☆：県様式　★：参考様式　－：任意様式

◎提示書類について
　提示書類とは、会社や現場事務所にファイルで綴じている書類を、そのままの状態で検査時に持参し確認を受ける書類です。
　検査用に改めて作る必要はありません。

◎各様式については、下記の大分県建設政策課HPに掲載しています。

大分県 工事書類簡素化  検索

現行【R4.4】 改訂【R5.4】



【記載例：施工体制台帳】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出典：九州地方整備局ホームページ】 
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【記載例：施工体制台帳】 
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【記載例：再下請通知書】 
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【記載例：再下請通知書】 
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【記載例：施工体系図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：九州地方整備局ホームページ】 
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【記載例：作業員名簿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

【出典：九州地方整備局ホームページ】 
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5  品 質 管 理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［５］品 質 管 理 

１ 目的及び品質管理基準 

  「土木工事の施工管理基準及び規格値」４．品質管理を参照すること。 

 

２ 品質管理上の留意点 

（１）計 画 

１）品質管理資料として、主に作成する書類は以下のとおりである。 

① 品質管理総括表 

② 測定結果一覧表 

③ 品質管理図表 

④ 度数表・ヒストグラム、 -Ｒ、Ｘ-Ｒs-Ｒｍ（測定数が 8 点未満は提出不要） 

２）着工に先立ち、「土木工事の施工管理基準及び規格値」等関係規定及び契約図書に基づき、

試験又は測定項目、試験頻度、試験回数、規格値等を記入した品質管理計画表を作成する。 

３）試験及び測定項目の決定にあたっては、「必須」「その他」の試験区分、特別な場合の適用 

除外工事等が規定されているので、留意の上計画する。 

４）試験又は測定以外に、材料及び二次製品については品質証明書、カタログ、見本、試験成 

績表等の提出又は承諾が必要であるので、共通、特記仕様書を熟読のうえ対処する。 

５）「道路土工の各種指針」「コンクリート標準示方書」等の関係規定を把握して計画、実施に 

反映させる。 

（２）管 理 

管理計画に基づき作業標準を定め、試験又は測定を行い直ちに試験成績表、工程能力図、品質

管理図表(ヒストグラム、 -Ｒ、Ｘ-Ｒs-Ｒｍ管理図)を作成する。異常がある場合にはその原因

の究明と対策を講ずる。  

 

３ 品 質 管 理 技 法 

我々が今作っている構築物が満足なものであり、今後もこの満足な状態が維持されるためには、

一般に次の二つの条件を満足する必要がある。 

（イ）工程が安定していること・・・・・管理図で調べる。 

（ロ）規格を満足すること・・・・・・・ヒストグラムで調べる。 

この二つの条件は、各々独立であって安定していても規格外のものが出来たり、規格は満足する 

が、工程が安定でないことも起り得る。 

 

３－１ 管 理 図 

品質管理を行うとき得られたデータ(品質特性値)を図一 1のような上下の枠をもつグラフに 

プロットする。 

この上・下の枠をもつグラフを管理図と云う。上の線を上方管理限界、下の線を下方管理限界と

云う。 

 

 

 

 

 

 

 

［５］品 質 管 理 

１ 目的及び品質管理基準 

  「土木工事の施工管理基準及び規格値」４．品質管理を参照すること。 

 

２ 品質管理上の留意点 

（１）計 画 

１）品質管理資料として、主に作成する書類は以下のとおりである。 

① 品質管理総括表 

② 測定結果一覧表 

③ 品質管理図表 

２）着工に先立ち、「土木工事の施工管理基準及び規格値」等関係規定及び契約図書に基づき、

試験又は測定項目、試験頻度、試験回数、規格値等を記入した品質管理計画表を作成する。 

３）試験及び測定項目の決定にあたっては、「必須」「その他」の試験区分、特別な場合の適用 

除外工事等が規定されているので、留意の上計画する。 

４）試験又は測定以外に、材料及び二次製品については品質証明書、カタログ、見本、試験成 

績表等の提出又は承諾が必要であるので、共通、特記仕様書を熟読のうえ対処する。 

５）「道路土工の各種指針」「コンクリート標準示方書」等の関係規定を把握して計画、実施に 

反映させる。 

（２）管 理 

管理計画に基づき作業標準を定め、試験又は測定を行い直ちに試験成績表、工程能力図、品質

管理図表を作成する。異常がある場合にはその原因の究明と対策を講ずる。 
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［作成例］品質管理総括表 

 

 

 

測 定 者

計 画 実 施 最 大 値 最 小 値 平 均 値

土 の 締 固 め
試 験

最 大 乾 燥
密 度

当 初 及 び 土 質

の 変 化 し た 時
1 1 － － － 2.106

〃 最 適 含 水 比 〃 1 1 － － － 9.3

〃 1 1 12以上 － － 13.4

現 場 密 度 の
測 定

現 場 密 度
500ｍ

3
に

つき1回
5 5 － 1.993 1.936 1.969

〃 含 水 比 〃 5 5 － 4.7 5.2 4.88

〃 締 固 め 度 〃 5 5 90%以上 94.6 91.9 93.6

締 固 め 試 験
最 大 乾 燥
密 度

施 工 前 及 び
材 料 の 変 更 時

1 1 － － － 2.223

〃 最 適 含 水 比 〃 1 1 － － － 5.6

〃 1 1 20%以上 － － 50.5

〃 1 1
塑性指数
PI:6以下

－ － NP

〃 1 1 － － － － 別紙

現 場 密 度 の
測 定

現 場 密 度
1,000㎡につき
1個

6 6 － 2.178 2.118 2.146

〃 含 水 比
随時(異常が認め

られたとき)
6 6 － 5.0 4.3 4.6

〃 締 固 め 度
1,000㎡につき
1個

6 6

γdmaxの
93%以上

X1095%以上

X6 96%以上

X3 97%以上

98.0 97.3 97.5

4 5 ±2.5㎝ 8.5 7.0 7.6

4 5 ±1.5% 4.3 3.6 4.0

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄは打

設日1日につき

2回(午前・午後)
その他のｺﾝｸﾘｰﾄ

は打設1日につ
き1回行う

4 5 21N/㎜
2
以上 28.3 26.5 27.7

午前・午後

2回
4 5 0.3㎏/ｍ

3
以下 0.010 0.008 0.009

1回供試体作成

時各ﾌﾞﾛｯｸ打込
み開始時終了時

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ等に
　摘要

温度測定(気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ)

21
Ｎ
/

㎜
2

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工 事 名

圧 縮 強 度

塩 分 濃 度

圧縮強度試験用

供試体採取時及
び打ち込み中に

品質の変化が認

められた時

425μmふるい
通過部分のP.I

ふるい分け試験

下

層

路

盤

路

盤

工

ス ラ ン プ

空 気 量

種
別

工
種

Ｃ Ｂ Ｒ 試 験

盛

土

・

路

床

土

工

修正ＣＢＲ試験

摘 要

測 定 値

規 格 値

測 定 回 数

試験基準試 験 項 目

［作成例］品質管理総括表 

 

 

 

 

測 定 者

計 画 実 施 最 大 値 最 小 値 平 均 値

土 の 締 固 め
試 験

最 大 乾 燥
密 度

当 初 及 び 土 質
の 変 化 し た 時

1 1 － － － 2.106

〃 最 適 含 水 比 〃 1 1 － － － 9.3

〃 1 1 12以上 － － 13.4

現 場 密 度 の
測 定
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3
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〃 締 固 め 度 〃 5 5 90%以上 94.6 91.9 93.6
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〃 1 1 20%以上 － － 50.5

〃 1 1
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設日1日につき

2回(午前・午後)
その他のｺﾝｸﾘｰﾄ

は打設1日につ
き1回行う

4 5 21N/㎜
2
以上 28.3 26.5 27.7

午前・午後

2回
4 5 0.3㎏/ｍ

3
以下 0.010 0.008 0.009

1回供試体作成

時各ﾌﾞﾛｯｸ打込
み開始時終了時
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大分県 工事書類簡素化  検索 

◎各様式については、下記の大分県建設政策課 HP に掲載しています。 
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様式－１様式－１

改訂【R5.4】現行【R4.4】



 

コンクリート圧縮強度試験成果一覧表 

(18-8-40) 

 

空 気 量 スラ ンプ 温 度
試験
月日

X1 X2 X3
移　動
範囲R3

試験
月日

X1 X2 X3
移　動
範囲R3

1 H23.9.3 5.0 8.0 13 9/10 12.5 13.4 13.5 13.1 10/1 20.9 21.3 20.8 21.0

2 H23.9.5 5.5 8.5 14 9/12 13.2 14.5 12.8 13.5 0.4 10/3 19.7 20.3 20.1 20.0 1

3

移動範囲　max＝            min＝            　　＝　　　　　　　＝

摘　要

工 事 名

受 注 者

測 定 者

荷下ろし地点
供試体
採取日

番
号

１ 週 強 度 4 週 強 度

改訂【R5.4】現行【R4.4】

【削除】



 
 

自

至

上限値
大
き
さ

下限値
間
隔

a b c

9.3 1 23.5 24.0 23.4 23.6 23.6 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

9.5 2 22.2 22.8 22.6 22.5 22.5 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

9.9 3 23.3 23.7 22.6 23.2 23.2 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

計 69.3 23.1 N/㎜
2
≧ 18.0N/㎜

2 合格

9.13 4 23.8 23.5 24.1 23.8 23.8 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

9.16 5 22.6 22.4 22.6 22.5 22.5 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

9.19 6 24.0 24.4 24.1 24.2 24.2 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

計 70.5 23.5 N/㎜
2
≧ 18.0N/㎜

2 合格

9.25 7 23.0 22.4 22.8 22.7 22.7 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

10.1 8 22.4 22.2 22.6 22.4 22.4 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

10.3 9 23.1 23.9 23.5 23.5 23.5 N/㎜
2
≧ 15.3N/㎜

2 合格

計 68.6 22.9 N/㎜
2
≧ 18.0N/㎜

2 合格

23.1

23.5

22.9

70.9

67.6

69.6

71.4

　　　　　　検査方法
　　(1) 　X≧呼び強度×0.85

　　(2) 　X≧呼び強度

18×0.85

設　　計
基準強度

180 18 作 成 者呼び強度

計
採取

月日

試験

番号

測 定 値 1 回 の
試 験 の

平 均 値 X

3 回 の
試 験 の

平 均 値Σ

67.6

72.5

68.2

67.2

70.5

受 注 者

期

間

－

18 測 定 者

現場代理人

コ ン ク リ ー ト 管 理 デ ー タ シ ー ト

　　１週強度の場合は工場実績に置ける推定式による。

－

N/㎜
2 日標準量

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40(σ28)

40ｍ
3

工 事 名

品質特性

測定単位

規

格
限
界

試

料

1回　3試料

1日 1～2回
（午前・午後）

改訂【R5.4】現行【R4.4】

【削除】



 

 
 

改訂【R5.4】現行【R4.4】

【削除】



 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
行

【
R

4
.4】

改
訂

【
R

5
.4

】

【
削

除
】



 
 
 

改訂【R5.4】現行【R4.4】

【削除】



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
行

【
R

4
.4

】

改
訂

【
R

5
.4

】

【
削

除
】



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
行

【
R

4
.4】

改
訂

【
R

5
.4

】

【
削

除
】



 

 

 
 
 

改訂【R5.4】現行【R4.4】

【削除】



 

改訂【R5.4】現行【R4.4】

【削除】



（
品

管
）

様
式

-1

コ
ン

ク
リ

ー
ト

圧
縮

強
度

試
験

結
果

一
覧

表
工

 
事

 
名

ｺﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
区
分

　
構

 造
 物

 名
N
o
,1

谷
止

工
、

N
o
,2

谷
止

工
測

定
者

空
気

量
ス

ラ
ン

プ
温

度
塩

化
物

量

m
3

m
3

％
cm

℃
k
g
/ｍ

3
N
/m

m
2

N
/
mm

2
℃

分
〇

〇
:
○

○
中

〇
日

R
4
.5

.
6

C-
1

5
0
.0

51
.
0

4
.5

8
.
5

1
6.

0
0
.
05

1
3
.1

22
.
0

1
6.

0
1
:1

0
16

:
30

脱
枠

確
認

-
-

-
-

-
-

-
3日

強
度

6
.
5

-
-

-
-

2
R
4.

5
.1

0
A-

1
4
5
.0

46
.
0

4
.5

8
.
0

2
0.

0
0
.
03

1
4
.2

23
.
5

1
7.

0
0
:5

6
16

:
30

3
R
4.

5
.1

5
B-

1
3
5
.0

36
.
0

4
.0

7
.
0

2
2.

0
0
.
04

1
3
.3

24
.
5

1
8.

0
0
:4

5
16

:
00

4
R
4.

5
.2

1
C-

2
4
0
.0

41
.
0

4
.0

7
.
0

2
4.

0
0
.
04

1
3
.5

22
.
5

1
9.

0
1
:1

5
15

:
00

1
4

5
R
4.

5
.2

4
A-

2
4
5
.0

46
.
0

4
.0

7
.
5

2
1.

0
0
.
03

1
3
.7

19
.
5

1
7.

0
0
:5

5
15

:
30

1
3

6
R
4.

5
.3

0
B-

2
3
0
.0

31
.
0

4
.0

8
.
5

2
0.

0
0
.
03

1
3
.2

23
.
0

1
6.

0
0
:4

4
15

:
30

1
4

7
R
4.

5
.3

1
C-

3
3
5
.0

36
.
0

5
.0

8
.
0

2
1.

0
0
.
03

1
4
.3

23
.
6

1
7.

0
0
:4

3
15

:
00

9

8
R
4
.6

.
3

A-
3

4
0
.0

41
.
0

6
.0

8
.
5

2
0.

0
0
.
03

1
4
.1

24
.
4

1
6.

0
0
:5

7
15

:
00

9

9
R
4
.6

.
8

B-
3

2
5
.0

26
.
0

4
.0

7
.
0

2
6.

0
0
.
03

1
3
.7

25
.
7

2
2.

0
0
:5

3
15

:
30

9

10
R
4.

6
.1

0
C-

4
3
0
.0

31
.
0

5
.0

7
.
5

2
7.

0
0
.
03

1
3
.5

20
.
1

2
3.

0
0
:5

2
14

:
30

9

11
R
4.

6
.1

2
A-

4
4
0
.0

41
.
0

4
.5

7
.
5

2
6.

0
0
.
03

1
3
.6

25
.
5

2
2.

0
0
:4

8
15

:
00

8

12
R
4.

6
.1

8
B-

4
2
0
.0

21
.
0

5
.5

7
.
5

2
6.

0
0
.
03

1
3
.8

22
.
0

2
2.

0
1
:0

7
15

:
00

9

合
計

43
5
.0

4
47

.
0

最
大

値
6
.0

8
.
5

2
7.

0
0
.
05

1
4
.3

25
.
7

2
3.

0
1
:1

5
14

.
0

最
小

値
4
.0

7
.
0

1
6.

0
0
.
03

1
3
.1

19
.
5

1
6.

0
0
:4

3
8
.
0

平
均

4
.6

7
.
7

2
2.

4
0
.
03

1
3
.7

23
.
0

※
2
) 

生
コ

ン
塩

化
物

量
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

1週
・

4
週

強
度

は
、

試
験

成
績

表
を

添
付

す
る

こ
と

。
1
）

空
気

量
・

ス
ラ

ン
プ

・
温

度
に

つ
い

て
は

目
盛

判
別

可
能

な
写

真
を

添
付

す
る

こ
と

。

搬
入

量
コ

ン
ク

リ
ー

ト
受

入
れ

時
１

週
強

度
4
週

強
度

外
気

温
(
日

平
均

)
最

大
所

要
時

間

グ
リ
ー

ン
カ

ッ
ト

開
始
時

間
打

継
期

間

1 番号

供
試

体
採

取
日

(打
設

日
)

打
設

箇
所

設
計

数
量

備
考

必
須

項
目

自
主

的
管

理
項

目
（

記
入

の
な

い
項

目
は

行
を

非
表

示
）

１
８

－
８

－
４

０
　

Ｂ
Ｂ

Ｒ
〇

▲
局

災
〇

〇
第

□
■

号
　

〇
■

地
区

●
●

工
事

現
行

【
R

4
.4

】

改
訂

【
R

5
.4

】
【新

規
】



75
%

範
囲

内
個

数
割

合
品

質
の

ば
ら

つ
き

度

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
5
0
％

以
内

で
あ

る
 

平
均

圧
縮

強
度

2
3
.0

平
均

圧
縮

強
度

±
4.

0
1
2

1
00

%
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

8
0
％

以
内

で
あ

る
〇

4
週

強
度

合
計

27
6
.3

平
均

圧
縮

強
度

±
2.

5
9

1
2

ば
ら

つ
き

の
範

囲
範

囲
内

個
数

試
験

数

構
造

物
名

No
,
1谷

止
工

、
N
o
,2

谷
止

工
測

定
項

目
ｺﾝ

ｸ
ﾘｰ

ﾄ
圧

縮
強

度
試

験
　

σ
2
8

（
品

管
）

様
式

-2

工
事

名
Ｒ

〇
▲

局
災

〇
〇

第
□

■
号

　
〇

■
地

区
●

●
工

事
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
区

分
１

８
－

８
－

４
０

　
Ｂ

Ｂ

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

コ
ン

ク
リ

ー
ト

4週
強

度
管

理
図

平
均

+2.5
△

2.5
+4.0

△
4.0

+5.0
△

5.0
4週

強
度

現
行

【
R

4
.4】

改
訂

【
R

5
.4】

【新
規

】



（品管）様式-3

コンクリート打設時間 管理表（所要時間） 打設日

1台目 7:40 8:10 8:50 1:10 4.00 

2台目 8:00 8:30 8:45 0:45 4.00 

3台目 8:20 8:50 9:10 0:50 4.00 

4台目 8:40 9:10 9:35 0:55 4.00 

5台目 9:00 9:30 10:00 1:00 4.00 

6台目 9:30 10:00 10:20 0:50 4.00 

7台目 9:50 10:10 10:35 0:45 4.00 

8台目 10:30 11:00 11:10 0:40 4.00 

9台目 10:50 11:20 11:45 0:55 4.00 

10台目 11:20 11:50 12:15 0:55 4.00 

11台目 11:40 12:10 12:30 0:50 4.00 

12台目 12:00 12:30 12:50 0:50 4.00 

13台目 12:20 12:50 13:15 0:55 3.00 

合計 51.00 

最大値 1:10

最小値 0:40

平均 0:52

R4.5.6

備考

〃 〃

〃 〃

打設箇所
打設
数量

区分

C-1 18-8-40 BB

台数
出発
時刻

到着
時刻

打設終了

時刻

所要
時間

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

5-5

改訂【R5.4】現行【R4.4】 【新規】



 

（品管）様式-5

工  事  名

試験月日 試験者

148

摘要 測  点

アスファルト混合物の温度

測  点 初期転圧の温度 初期転圧の温度 摘要

No,73

No,74 143

No,75 144

No,76 146

No,77 149

No,78 142

No,79 146

No,80 142

No,81 147

No,82 146

Σ＝ 1453

ｎ＝ 10

 ＝ 145.3

Max＝ 149

Min＝ 142

5-7

（品管）様式-５

改訂【R5.4】現行【R4.4】

Max＝

Min＝

149

142



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現
行

【
R

4
.4

】

改
訂

【
R

5
.4

】

【
削

除
】



調査箇所

推定強度

（Ｎ/mm2）

38 35

38 36

39 37

37 35

反発硬度 37 35

（２０点） 38 37

38 37

36 37

37 38

36 38

合計

平均値：R

打撃方向
（補正値:R1）

乾燥状態 ・乾燥 ・乾燥 ・乾燥 ・乾燥 ・乾燥

 ・湿っている ・湿っている ・湿っている ・湿っている ・湿っている

 ・濡れている ・濡れている ・濡れている ・濡れている ・濡れている

（補正値：R2）

材齢 135 日 日 日 日 日

（補正値：α）

ｺﾝｸﾘｰﾄ区分

打設日

試験日
テストハンマー強度推定式         F（N/mm2）=（-18.0+1.27×R０）×α

R0＝Ｒ+Ｒ1+Ｒ2

   ※  推定強度は有効数字３桁

R4.7.23

739

37.0

0°

（           ） （           ） （           ） （           ）

18-8-40 BB

（           ） （           ） （           ） （           ）

（           ） （           ） （           ） （           ）

⑤

29.0

テストハンマーによる強度推定調査票

A-1(下流） ② ③ ④

工  事  名

構造物名 測定者

R4.3.10

5-6

（品管）様式-4（品管）様式-4

改訂【R5.4】現行【R4.4】

(品管）様式－４

【新規】



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事名

区 分 再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（車道部） 基準密度＝

平均厚 密度 締固め度

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 (cm) （g/cm3） （％）

（右） 5.2 5.1 5.1 5.2 5.15 2,317 99.4%

（中） 5.0 5.0 4.9 4.8 4.92 2,268 97.3%

（左） 5.8 5.9 5.9 5.6 5.80 2,278 97.8%

5.29 98.2%

Max 5.9cm Max 99.4%

Min 4.8cm Min 97.3%

No,87

採取コアー試験 総括

2,330

測  点
厚さ(cm)

摘要

 3

No,74

No,80

5-8

（品管）様式-6（品管）様式-６

改訂【R5.4】現行【R4.4】



 

 

（品管）様式-7

工 事 名

再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（車道部） Rdmax （g/cm3）

現 場 密 度 試 験 総 括 表

区 分 2,359

乾燥密度（g/cm3） 締固め度（％）測点 含水比（％）

97.7%No,73 7.0% 2,304

98.4%No,80 6.8% 2,321

97.3%No,90 7.3% 2,295

Max 7.3% Max 98.4%

現 場 密 度 試 験 結 果 表

No,73 No,80 No,90

Min 97.3%

 3 7.03%  3 97.8%

Min 6.8%

含
水
比

6.5%
 3＝7.03％

締
固
め
密
度

2,359

2,304 2,321

（96.5%) （96.5％以上）

98.4% 2,295

2,276 97.7%  3＝97.8%97.3%

5-9

（品管）様式-７

改訂【R5.4】現行【R4.4】



工
　

種

種
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定
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測
定

項
目

測
定
項
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測

定
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目
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値

規
 
格

 
値

規
 
格
 
値

測
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又
は

区
別

設
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値
実
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差
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点
又

は
区

別
設

計
値

実
測

値
差

測
点

又
は

区
別

設
計

値
実

測
値

差

平
 
均

 
値

最
 
大

 
値

最
 
小

 
値

最
 
多

 
値

デ
ー

タ
数

標
準

偏
差

略
　

　
　

　
　

　
　

図

品
 

質
 

管
 

理
 

図
 

表

測点

設計値との差

0

改
訂

【
R

5
.4】

現
行

【
R

4
.4

】

【
新

規
】



 
 
 
 
 
 
 
 

6  出 来 形 管 理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式-1 ４ 出来形管理図表様式（作成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工  期 着  手      年  月  日

完  成      年  月  日

社内検査責任者 補 助 者

工事施工者    

施 工 管 理 図 表

工事番号     年度        第  号  

工 事 名    

工事場所     

大分県 工事書類簡素化  検索 

◎各様式については、下記の大分県建設政策課 HP に掲載しています。 

6-4

改訂【R5.4】現行【R4.4】



摘  要

計画 実施 最大値 最小値 平均値
規格値

測  定  値

出 来 形 ・ 品 質 管 理 総 括 表

工事名 測定者

工
種

種
別

試験項目
測定項目

試験基準
測定基準

測定回数

現行【R4.4】 改訂【R5.4】

様式－１

【新規】



 

 

 

 
注：勾配管理についても、上表に適宜記載。 
 
 
 
 

計画 実施 最大値 最小値 平均値

51 51 ±50 +38 -41 -12.4 ￠、右、左の3箇所

17 17 -100 +110 -20 -62.3

34 34 -200 +160 -20 +90.2 右、左の2箇所

51 51 ±40 +23 -31 -6.4 ￠、右、左の3箇所

9 9 -45 +10 -5 +5.3

9 9 -50 +18 -14 +8.6

9 9 ±100 +50 -45 +23

9 9 -200 +140 -95 +70

幅 8 8 設計値以上 ±31 +13 +21

厚 さ 8 8 設計値以上 +12 -6 +7

延 長 1 1 -200 - - +130

幅 8 8 ±30 +7 -9 +3

幅 8 8 -30 +4 -8 +2

高 さ 8 8 -30 +11 -4 +8

延 長 1 1 -200 - - +170

基 準 高 8 8 ±50 +15 -6 -7

法 長 8 8 -50 +17 +2 +10

厚　　　　さ
（ﾌﾞﾛｯｸ積・張り）

16 16 -50 +30 +10 +25

厚　　　　さ
（裏　　　　込）

16 16 -50 +40 +20 +40

延 長 1 1 -200 - - +160

　工事名 測定者

出 来 形 管 理 総 括 表

コ
ン
ク
リ
ー

ト
基
礎
工

施工延長40ｍにつき1箇

所、延長40ｍ以下のも
のは1箇所につき2箇所

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク
積
工

施工延長40ｍにつき1箇

所、延長40ｍ以下のも
のは1箇所につき2箇所

擁

壁

工

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク
積
工

路

盤

工

下
層
路
盤
工

基 準 高

基準高は延長40ｍ毎1箇

所の割とし、道路中心線
及び端部で測定。厚さ

は、各車線40ｍ毎に1箇
所掘り起こして測定。
幅、中心線偏心量は、

40ｍ毎に1箇所の割に測
定。

厚 さ

延 長

幅

中 心 線 偏 心 量

摘　　　要
測 定 値

規 格 値
測定回数

測 定 基 準測 定 項 目

砕
石
基
礎
工

施工延長40ｍにつき1箇

所、延長40ｍ以下のも
のは1箇所につき2箇所

施工延長40ｍにつき1箇
所、延長40ｍ以下のも

のは1箇所につき2箇所
基準高は、道路中心線及
び端部で測定

種
別

工
種

基 準 高

幅

法 長

切

土

土

工

様式-1 

 
注：勾配管理についても、上表に適宜記載。 
 
 
 
 

計画 実施 最大値 最小値 平均値

51 51 ±50 +38 -41 -12.4 ￠、右、左の3箇所

17 17 -100 +110 -20 -62.3

34 34 -200 +160 -20 +90.2 右、左の2箇所

51 51 ±40 +23 -31 -6.4 ￠、右、左の3箇所

9 9 -45 +10 -5 +5.3

9 9 -50 +18 -14 +8.6

9 9 ±100 +50 -45 +23

9 9 -200 +140 -95 +70

幅 8 8 設計値以上 ±31 +13 +21

厚 さ 8 8 設計値以上 +12 -6 +7

延 長 1 1 -200 - - +130

幅 8 8 ±30 +7 -9 +3

幅 8 8 -30 +4 -8 +2

高 さ 8 8 -30 +11 -4 +8

延 長 1 1 -200 - - +170

基 準 高 8 8 ±50 +15 -6 -7

法 長 8 8 -50 +17 +2 +10

厚　　　　さ
（ﾌﾞﾛｯｸ積・張り）

16 16 -50 +30 +10 +25

厚　　　　さ
（裏　　　　込）

16 16 -50 +40 +20 +40

延 長 1 1 -200 - - +160

　工事名 測定者

出 来 形 管 理 総 括 表

コ
ン
ク
リ
ー

ト
基
礎
工

施工延長40ｍにつき1箇

所、延長40ｍ以下のも
のは1箇所につき2箇所

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク
積
工

施工延長40ｍにつき1箇
所、延長40ｍ以下のも

のは1箇所につき2箇所

擁

壁

工

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク
積
工

路

盤

工

下
層
路
盤
工

基 準 高

基準高は延長40ｍ毎1箇

所の割とし、道路中心線
及び端部で測定。厚さ

は、各車線40ｍ毎に1箇
所掘り起こして測定。
幅、中心線偏心量は、

40ｍ毎に1箇所の割に測
定。

厚 さ

延 長

幅

中 心 線 偏 心 量

摘　　　要
測 定 値

規 格 値
測定回数

測 定 基 準測 定 項 目

砕
石
基
礎
工

施工延長40ｍにつき1箇
所、延長40ｍ以下のも

のは1箇所につき2箇所

施工延長40ｍにつき1箇
所、延長40ｍ以下のも
のは1箇所につき2箇所

基準高は、道路中心線及
び端部で測定

種
別

工
種

基 準 高

幅

法 長

切

土

土

工

6-6

様式－１

現行【R4.4】 改訂【R5.4】



受注者

現行【R4.4】 改訂【R5.4】

【削除】



種
 

別
種

 
別

種
 

別
種

 
別

種
 

別

規
格

値
規

格
値

規
格

値
規

格
値

規
格

値

設
計

値
実

測
値

出
来

形
管

理
図

表
管

理
特

性
測

定
者

測
点

番
号

又
は

区
別

設
計

値
実

測
値

設
計

値
と

の
差

測
点

番
号

又
は

区
別

設
計

値
実

測
値

設
計

値
と

の
差

測
点

番
号

又
は

区
別

設
計

値
と

の
差

測
点

番
号

又
は

区
別

設
計

値
実

測
値

設
計

値
と

の
差

設
計

値
実

測
値

設
計

値
と

の
差

測
点

番
号

又
は

区
別

様
式

－
５

現
行

【
R

4
.4】

改
訂

【
R

5
.4】



6-10

様
式
－

４
様

式
－

４

様
式

－
５

現
行

【
R

4
.4

】

改
訂

【
R

5
.4

】



測　点 測　点 設 計 延 長 実 測 延 長 差

～ ｍ ｍ

　　　　　直　　　　　　線　　　　　　部 　　　　　曲　　　　　　線　　　　　　部

測点 　　　　　　斜　　距　　離 　　　　　　斜　　弦　　長 測点

設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 検査値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 検査値 差

合　計 合　計

工事名

測点間距離出来形測定表

　水　平　曲　線　長　　水　平　距　離

 工事名

測点 測点 差

設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 検査値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 検査値 差

合計

測点間距離出来形測定表

測点

直    線    部 曲    線    部

測点水平距離 斜 距 離

改訂【R5.4】現行【R4.4】



工
 

種
測

点
 

種
 

別
合

否
判

定
結

果

規
格

値
判

定

法
面

標
高

較
差

平
均

値

最
小

値
(差

）

デ
ー

タ
数

評
価

面
積

最
大

値
(差

）

棄
却

点
数

最
大

値
(差

）

最
小

値
(差

）

デ
ー

タ
数

棄
却

点
数

天
端

標
高

較
差

平
均

値

評
価

面
積

 
出

 
来

 
形

 
合

 
否

 
判

 
定

 
総

 
括

 
表

 

測
定

項
目

天
端 +100

+80
+50
+20
±

0
-20
-50
-80

-100

測点

現
行

【
R

4
.4】

改
訂

【
R

5
.4

】
【
新

規
】


